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第２回しまね産業活性化戦略会議 記者レク

それでは、私の方から本日の産業活性化戦略会議の概要について御報告をい○山根部長
たします。
本日の会議でございますが、冒頭、知事がごあいさつをいたしましたように、前回の

委員さんから出ました議論について、それの状況を中心にいたしまして、それはこうい
うことでこういうふうな取り組みをやっているんだということで御報告を申し上げ、御
議論をいただきました。
それから、ソフト系ＩＴ産業誘致検討部会という名前で、この戦略会議の中にＩＴ関

係を専門的に議論するための部会を設けております。この第１回目の会合が本日、午前
中に開かれました。この会議で検討したことを報告をし、この戦略会議で議論をしても
らったところです。
なお、このソフト系産業誘致検討部会のメンバーは、戦略委員の中から、阿多さん、

本日戦略会議には御出席でございましたが、部会の方には残念ながら御欠席でございま
した。それから黒田さん。それと、戦略会議の委員ではありませんが、ＣＴＣ、伊藤忠
テクノソリューションズの菊地さんと、しまね産業振興財団のＩＴのアドバイザー、澤
田さんが部会のメンバーに入っております。そういった方で午前中、議論したところで
あります。
本日の戦略会議の議論は、約３分の１が、このＩＴ関係について議論が集中いたしま

した。その概要は、結果的に申し上げますと、この部会の報告でも、いわばＲｕｂｙが
旬であって、この今後２年ぐらいのところでその動きを島根県の方が生かせるかどうか
がＲｕｂｙを活用して島根県が産業振興を図ることができるかどうかの鍵になるという、
いう共通認識のもとで、Ｒｕｂｙをやっていくというのが、部会の報告の肝であり、そ
こら辺について議論が集中的にあったということであります。
部会で、Ｒｕｂｙの基本、Ｒｕｂｙを中心にしてやっていくということについては、

おおよそ、戦略会議に参加いただいた皆さんにも、新しいことをやっていき、化ける可
能性も非常に持っているので早くやらないといかんということについて同意といいます
か、賛同いただいたのではないかというふうに、今、考えているところでございます。
言語系の「先端技術研究機関の創設」という提案もありましたが、箱物なのか機能な

のかというところで議論が若干ありまして、およそ皆さんの理解は、機能としてのあり
方で、箱物じゃないよね、ということでは一致をしたところでありますが、若干そこの
辺では少し、概念の整理といいましょうか、そこら辺での議論はありました。
ＩＴ関係のところに絡みまして、工業団地の高速通信環境について報告をしておりま

すが、こういったところをきちんと整備しないといかんのではないか、当たり前の話で
すけども、高速度通信環境あるいは物流関係のアクセスを含めたインフラをやっぱりき
ちっとやるべきだという御意見が出てきております。
それと、戦略論というよりも、むしろ戦術論になってくるかと思いますけれども、Ｒ

ｕｂｙなどで振興していく場合に、やっぱり具体的なテーマを与えて、何か具体的につ
くっていくと、つくり込んでいくということがやっぱり早道だというふうな御議論もあ
りました。この辺はソフト開発する上での非常に貴重な戦術論だったというふうに思っ
ております。
議論のやりとりというのは、先ほどのＩＴ関係のところが中心でございまして、あと

はそれぞれの委員さんのお立場から、これまで言い足りなかったこと、あるいは今回初
めて御出席になった委員さんもおられますので、そこら辺での御指摘がございました。
中身からいきますと、やっぱりこれからの島根が産業振興することを考える上で、タ
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ーゲットとするところは、ニッチな部分を考えていかないと、非常に競争をしていると
ころというよりは、むしろすき間のところですよね、そういうところをやっぱりねらっ
ていくべき、それが環境だとか、あるいはエネルギーというところではないかというふ
うな御指摘がございました。
それと、具体的なところで、我々も考えていかないといかんというような御指摘がご

ざいましたが、それはいろんなところで調査をするわけでありますけども、それらを集
めた、いわばデータベースと、その他の、例えば金融とか、いろんなところが持ってい
るデータがあるわけでして、そういったものをつないでいく、つないでいって新しいこ
とをやっていくといったことが必要ではないかという御指摘がございまして、非常に私
どもにとっては耳の痛い話でございましたけども、例えば、なかなか言っていてもわか
りにくいかと思いますが、地域資源がどこにあるかというのは、これはデータとしては
ある。それがやっぱり必要なのは、どれくらいの量でできているのかというデータ。そ
れと、例えば販路の方のデータ。これはいろんなところが持っていますけど、そういっ
たものを結ぶ、いわばコントロールタワー的な機能もあわせたやり方を、やはり本当に
考えないといかんのじゃないかという御指摘でございます。いや、そのとおりだという
ふうに思っております。
それから、ＩＴに絡んで、ＩＴだけに限りませんけども、やっぱり新しいことをやっ

てみるということが必要だということです。具体的には何かといいますと、電子マネー
と、例えば観光を結びつけるとか、そういった新しい取引形態を取り込んだ産業振興、
産業振興といっても新しいところじゃなくて、観光とか、そういったところの既存の産
業分野です。そういったところに電子マネーとか、そういったものを、新しいものを入
れて金を落としてもらうと、新しい形で落としてもらうという形が、やっぱり考えてい
く必要があるという御指摘でございました。そのことが結果的に若い人がサービス業の
方に向いている若い人を獲得していくことにつながるんだというふうな御指摘でござい
ました。
あと、農業関係もございましたけども、農業の方の御指摘もやっぱり新しいものを、

高付加価値の農業をするために新しいことにチャレンジしていく、新しい切り口でやっ
ていくということが必要だというふうな御指摘で、それを、そこら辺をやっぱり伸ばし
ていけば、今の生産額より、今６００億ぐらいのところですか、そこが１，０００億に
なって、すぐ到達できる可能性があるというふうな御指摘でございました。
今申し上げたような、少し、まとまりがつかないようなお話で恐縮でありますけれど

も、非常に具体性を持った御議論を今回していただいたというふうに考えているところ
でございます。
次回、３回目は１１月６日に開催ということでお話をしております。
３回目につきましては、これまでの議論を私どもの方で取りまとめ、あるいはつけ加

える部分もあるかもわかりませんけれども、活性化戦略会議の中間報告ということで御
議論をいただこうというふうに思っているところであります。以上です。
何か御質問がございますでしょうか。

次回、中間報告を議論されるわけですが、中間報告そのものはいつ出るわけです○記者
か。１１月６日に出すということなんですか。

これは議論にもよるかと思いますけれども、取りまとめたところで、具体的○山根部長
なところで、これでいいやということであれば出ますし、ここら辺、もう少し議論して
いった方がいいということであれば少しおくれる可能性もあります。でも、中間取りま
とめでありますので、できるだけ次回のところで出せるようにしたいというふうに私ど
もとしては思っているということです。
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よろしいでしょうか、特に御質問がないようでしたら。
済みません、このソフト系ＩＴ産業誘致検討部会で、さっきＲｕｂｙが旬なので、○記者

今後２年間のところでそれを生かせるかが鍵というふうに言われた……。
鍵だということです。○山根部長

はい。それで、その循環モデルをこういった先端技術研究機関の創設とか高度人○記者
材育成センターの創設とかという、こういう循環モデルを２年間の間にやっていくべき
ということを、その会議の中でも皆さんが同意されたというなんですか。

ではなくて、この循環モデルというのは最終形の形で、この中には短期にし○山根部長
なくちゃいかん問題と、少し長期的に構えてやらないといかん問題があるということで
す。それで、例えば短期的に、２年間のうちにやらないといかんねというのは、Ｒｕｂ
ｙで、島根がＲｕｂｙのいわばメッカとなるようなことを、この２年間のうちに何とか
形をつくっていきたいということです。

ほかに部会は設けられるんですか。ＩＴ系だけなんですか。○記者
そうですね、今のところ部会としてはＩＴだけです。ですが、部会という位○山根部長

置づけじゃないんですけれども、研究開発のところでは、島根県新産業創出プロジェク
ト事業化推進会議というのがあります。それから、企業誘致では、しまね地域産業活性
化協議会、おとつい開催をした会議です。それと先ほど御説明した専門部会、ソフト系
ＩＴ産業誘致検討部会。それと観光振興のところでは、島根県観光戦略アドバイザー会
議というのがあります。さらに産業人材育成のところですが、島根県雇用対策推進会議
というのがあります。この中で、ソフト系ＩＴ産業誘致検討部会を除いて、この戦略会
議の部会という位置づけではしておりませんけれども、いずれも民間の方々も入ってい
ただいて、そのお知恵をおかりしながら協議、検討している組織です。ですから、戦略
会議の部会としての位置づけはやっておりませんけれども、それぞれのところで必要に
応じた民間の知恵を取り入れた組織をつくって、その具体化を図っているということで
す。

済みません、それともう１点、ちょっとお聞きしたいんですが、この間、財政健○記者
全化基本方針のところで、知事のメッセージというところで、産業活性化雇用確保のた
めの具体策を民間委員から成る会議で検討しているということで、１０月末ごろには成
案を得て地域産業の強化、県外企業の誘致、情報産業の育成、雇用拡大、ブランド化、
山村振興などを推進するということがあったんですけれども、この知事がそう言われて
いる会議というのは、しまね産業活性化戦略会議のことで、１１月６日に３回目で中間
報告ということなんですけれども、これは１０月の……。

ちょっとずれがありますね。○山根部長
はい。○記者

ずれがありますね。ちょっと委員さん方の都合がなかなかつかなかったもん○山根部長
ですから、当初お話ししていたのは１０月にもということでお話ししていたかと思いま
すけども、それぞれの委員さんの都合がなかなかとれなくて、やむなく１１月６日にず
れ込んだということです。

全然違うものというわけじゃない。○記者
一緒です。○山根部長

６個上げてあるんですけど、その知事のメッセージのところに。この６分野とい○記者
うのは、もう何か決まったことなんですか。その会議で。

産業振興で考えられる分野ということだと思いますけどね。○山根部長
今度の中間報告では、こういった６分野についての戦略が個別に書かれていると○記者

いうことですか。
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戦略というよりは、むしろ具体的にこういうことを取り組んだらどうかとい○山根部長
う中間取りまとめです。

済みません、もう１点だけ。○記者
きょう、観光のことでは何か意見が出たんでしょうか。

ええ、出ましたですね。先ほどちょっと申し上げましたけども、具体的なと○山根部長
ころでは、例えば電子マネーと結びつけた分とか、そういったお話が出てきております
し、観光をやっぱりきちっとした、これはちょっと頭の整理の問題なんですけども、数
値的な把握というか、付加価値額ベースできちっとつかまえて考えるべきだというふう
なお話がありましたですね。何のことかわかりませんね。例えば今、経済生産で島根県
２兆５，０００億ぐらいありますけど、その中で例えば観光なんかも位置づけて考える
と。我々のところではやっぱり６００億ぐらいというふうに考えていますけども、そう
いった、統計ではそれ出てこないんですよね、そこら辺をきちんと数値で持った、定量
的な把握をしてやりなさいよということだろうと理解していますけども。

観光のところで、米子－ソウル便の廃止について何か意見は出ましたか。○記者
インフラの整備のところで、きょうは米子－ソウル便の話があるんだがで終○山根部長

わりです。だが、インフラが必要だねということで、特にそのことについての議論はあ
りませんでした。
以上です。
どうもありがとうございました。


